
【いざというときのための連絡手段】 いざ！という時のために

災害時は連絡がとりにくくなることが予想されます。あらかじめ安否確認の

方法や連絡手段について話し合っておくと安心です。

［在宅避難者向けリーフレット】

災害について考えてみませんか？
圃連絡先の確認

家族や支援してくれる友人の連絡先を複数確認しておきましょう。
（例：固定電話、携帯電話、勤務先、メールアドレスなど）
利用している在宅医療・介護サ ー ビス ・ 障害福祉サ ー ビス事業所の
緊急時の連絡先や連絡手段、サ ー ビス利用中の対応等についても
話し合っておくとよいでしょう。

日もしもの時の連絡方法
被災地への通話の増加で電話がつながりにくくなった場合、NTT災害用伝言ダイヤルなど
を利用して、自分の状況を報告したり相手のメッセ ー ジを確認したりすることができます。

ァ災害用伝言ダイヤル［171】

伝言の録音方法 l 伝言の再生方法
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こ音声ガイダンスが流れる マ音声ガイダンスが流れる

［ 録音の場合且］ ］ ［ 再生の場合回 ］ 
子音声ガイダンスが流れる 予音声ガイダンスが流れる
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災書用伝言板［web171]

携帯電話またはスマー トフォンの入力画面に
従って操作してください。
災害が発生したときにスムーズに活用できるよう
事前に体験利用をしておくこともお勧めです。

［利用体験ができる日］
・毎月1日、15日、1/1~1/3
・防災週間(8/30~9/5)
・防災とボランティア週間(1/15~1 /21)

災害が起こったら、いつも通りの生活を送ることが難しくなる場合があります。
生活サイクルや環境の変化で身体とこころの健康状態が悪化してしまう恐れがあります。
もしもの時にあせらず、困らないように日頃から災害に備えた準備をしておくことが大切です。

その他、お使いの携帯電話またはスマートフォンの通信事業者（携帯電話会社）の災害用伝言板サービスを
ご確認ください。

市町の防災パンフ
レットなどに
「医療や介護にお
いて必要なもの」を
記載し準備しておき
ましょう。

在宅医療

はい

はい

いいえ（在宅避難）

いいえ

日正しい災害情報を知るために
自治体のホ ームペー ジやメ ール配信による
災害情報通知サ ー ビスはご存じですか？
避難指示、避難所情報などが一斉送信されるサー ビスです。

在宅医療と介護サ ー ビス
（または障害福祉サ ー ビス）
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市町の防災パンフ
レットを参考にし
てください。
家族、地域の 人、

地域包括支援セン
タ ーの人と相談して
おくとよいでしょう。
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一般社団法人尾北医師会地域ケア協カセンタ ー

一般社団法人岩倉市医師会岩倉市在宅医療·介護サポ ー トセンタ ー

令和2年度防災・在宅避難者支援検討会議在宅避難者向けリ ーフレット作業チ ーム
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医療専門職と事前に

相談しておきましょう
- _________..

ケアマネジャ ーなどと事前に

相談しておきましょう

※在 宅 医 療：医師・歯科医師・薬剤師 ・ 訪問看護師などの医療専門職が自宅に訪問し継続的な医療を提供するしくみ。
※介護サービ ス：ヘルパーやデイサー ビス ・ デイケアなどの介護保険が定めるサー ビス。
※障害福祉サービス：居宅介護、生活介護、就労支援などの障害者総合支援法が定めるサー ビス。

このリーフレットは、災害の備えについて医療・介護•福祉の専門職が皆様と 一 緒に考える
， 際にお役に立てるために作成しました。
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